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The problem of shortage of employees surrounding the 
hotel industry is becoming serious.　Traditionally, in 
Japanese companies, career formation within the organization 
has been undertaken under the management style of 
seniority and lifetime employment.　However, with the 
mobilization of human resources, labor market is formed, 
employment form changes and work at the hotel Human 
resources careers are also transforming.　In this research, 
we conducted questionnaires to hotels in Japan and 
conducted employee awareness surveys.　Analysis revealed 
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 2018年 1 月 4 日閲覧
 3） 厚生労働省「平成27年雇用動向調査結果」：
 www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/koyou/doukou/16-2/index.html
 2017年 2 月 3 日閲覧
 4） 厚生労働省「新規学卒就職者の離職状況（平成26年 3 月卒業者の状況）」：
 https://www.estat.go.jp/statsearch/files?page=1&layout=datalist&lid=000001162868
 2018年 2 月 3 日閲覧
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 2018年 2 月 2 日閲覧
 7） 平成27年度「厚生労働省：就労条件総合調査」：宿泊業・飲食業の 1 企業平均年間休日
総数は、年間休日数（休日＋有給休暇取得数）は、全産業中最も少なく、年間95.3日で
ある。
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研究など、流動的な労働市場に多くみられる（Granger, Stanworth and 































ング）の 3 段階のプロセスが必要であるとしている。その後、Super （1957）
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ある（Tangney & Fischer, 1995）。他に、自ら名誉に思う気持ちをさし、会話
にも文章にも使われる和語であり、自分に関係する他人のことを自分に引きつ
























Blader and Tyler （2009）で開発された項目を参考に 5 つの測定項目、同僚か
































であった。転職経験者の割合は、 1 回が11.0％、 2 回以上が8.2％であった。
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の結果、第 1 因子として上司からの承認が、第 2 因子として顧客からの承認が
検出された。つまり、被験者全体の意識は、上司からの承認と顧客からの承認
によって規定できる。雇用形態として正規と非正規社員の意識分布の差を確か
めるため、被験者全員の因子得点を第 1 因子と第 2 因子よりなる空間上にプ
ロットし、確認した。横軸（X軸）に第 1 因子である上司からの承認を、縦軸














業の従業員の意識は、大きく 4 つのパターンがあることが示される。図表 3 の
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